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令和３年度第１回 財政健全化専門部会 質疑応答要旨のポイント 
 

分野 質問者 回答者 

財政再建

計画の実

施状況に

ついて 

【委員】 

財政指標のうち、将来負担比率に関して、新森田中

学校はどのような扱いになっているのか。 

 

【市】 

第八次総合計画実施計画の財政計画の中

で検討しており、１２月下旬の素案で委員にお

示しする。 

 

【部会長】 

指標について、進捗が順調なものと、令和５年度で

達成が厳しいと思えるものがあるがどうか。 

 

【市】 

財政調整基金については、令和３年１１月時

点で残高が１７.１億円となっており、早めに目

標を達成したいと考えている。 

市債残高、将来負担比率については、市民

生活に必要な新クリーンセンターなどの施設

整備により、目標を達成できないことも考えら

れる。 

対応に関しては、交付税措置のない市債を

借り入れないなど、抑制を図っていきたい。 

 

【部会長】 

今後、コロナで疲弊した地域経済の活性化も必要と

考えるが、それらについて国の財源手当はあるのか。 

 

【市】 

今後も、令和３年度で交付決定を受けてい

るコロナ対策の臨時交付金を活用しながら、

地域経済の下支えをしていきたい。 

 

【委員】 

資料１の４ページ、新型コロナウイルス感染症対策

事業一覧を見ると、コロナと関係がないようなものもあ

るように見えるが、どうか。 

 

【市】 

臨時交付金の使途としては、直接的な感染

症対策のほか、地域経済の下支えや、ＤＸなど

「新たな日常」への対応といった事業も対象と

なっている。 

 

【部会長】 

これらコロナ対策事業の評価、検証等はどのように

なるのか。 

【市】 

  国の交付金、補助金については国に実績を

報告していく。 

 

【委員】 

ガス事業清算特別会計からの繰入については、どの

ような使途になっているのか。 

また、財産収入の増のうち、ガス事業の収入の他は

何があるのか。 

【市】 

ガス事業清算特別会計からの繰入金    

約４０．２億円については、３２．８億円を公共施

設等総合管理基金、残りの７．４億円を財政調

整基金に積み立てた。 

ガス事業の売却収入以外では、旧ジュニア

グラウンドの売却収入などがある。 

ジュニアグラウンドの売却収入の一部は、将

来の土地取得のため土地開発基金に積み立

てた。 
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【委員】 

公共施設等総合管理基金に積立をしたとのことだ

が、これは今後の新クリーンセンター整備を見越しての

ことか。 

 

 

【市】 

新クリーンセンターの整備費に充当するた

め、積立を行った。 

【委員】 

競輪事業収入１．７億円とあるが、コロナで収入が増

えたのか。今後の繰入の見通しはどうか。 

【市】 

場外やインターネットなどによる売上が伸び

た（車券発売収入 Ｒ1 約１０２億円 Ｒ2 約１５８億

円）ことにより、１．７億円の繰入となった。 

競輪事業特別会計としては、今後も売上増

を図り、一般会計への繰出を継続するととも

に、競輪場施設の修繕を計画していきたい。 

 

 

【委員】 

今回の財政再建計画では、市民の方に補助金削減

等で負担をしてもらっている。新しい財政計画が策定さ

れる令和 4年度からは、元に戻すのか。 

【市】 

団体補助金については、現在策定を進めて

いる財政計画で、再建計画が終了する令和 6

年度以降に、元の金額に戻す方向で検討して

いるところである。 

 

 

 

 

 

施設マネジ

メントアク

ションプラ

ン進捗状

況について 

 

 

【委員】 

文化会館について、解体後はどうなるのか。 

【市】 

第八次総合計画実施計画の中で検討して

いく。現段階では、現文化会館は解体し、新文

化会館については引き続き検討としている。 

【委員】 

新文化会館について、早期整備を望む要望等はあ

るのか。 

 

【市】 

多くの興行はフェニックス・プラザの大ホー

ルなどで代替えできていると考えており、早期

整備について具体的要望はない。 

ただ、文化会館を拠点として、活動していた文

化団体等、一部団体の方からはそのような声

もいただいている。 

【委員】 

「すかっとランド九頭竜」については、方針決定となっ

ている。 

修繕にも費用を要し、民間参入も難しいと思うが、 

令和５年度まで決定を待つのか。 

 

【市】 

「すかっとランド九頭竜」については、現在、

民間提案制度により、民間から提案を募ってい

る。 

温浴宿泊に限らず使途がないか模索してい

る状況である。 
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全体講評 

 

【部会長】 

全体的には概ね順調であると受け止めている。ただ、

厳しい指標もあると思うので、最終的に全ての指標が

達成できるよう、しっかり取り組んでほしい。 

コロナ対策に関しては、一般財源はあまり要しなかっ

たとのことだが、必要なことがあれば出し惜しみせず実

施してほしい。 

また、財政再建計画から財政計画への移行について

は、今後の大きな案件も盛り込み、目標値も財政再建

という緊急時ではなく、本来あるべき姿の目標を掲げる

ようにしてもらいたい。そのうえで、市民にもしっかり説

明をしてほしい。 
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今後の対応を求められたもの 

職員数、時間外勤務、施設の削減など各種取組の結果に関し、財政健全化にどれくらい効果があったのか、金

額を示してもらうほうが、市民にも分かり易いと思う。数字が一人歩きするなど難しい面があるのは分かるのででき

る範囲で工夫してほしい。そうすることで、施設に関しても、管理費等でこれくらい削減したから、新しい施設を作っ

ても経費が増えないなどの説明ができるのではないか。統合して策定する次の財政計画ではそのような方法も必

要ではないかと思う。 

 

現在、財政再建計画の財政調整基金の目標は３０億円となっている。ただ、福井市の財政規模を考えると、一般

的には５０億円から６０億円が目安と考えられる。統合して策定する財政計画では、あるべき姿を念頭に検討しても

らいたい。 

 

文化会館は東公園に整備するという話であったが、東公園は売却し、文化会館を市中心部に整備するという考

えもあると思う。 

 


